
　

　

H 24 ～ H 24

評価対象事業名称 もうかるブランド体制支援事業

 （対象指標1）

 （対象指標2）

1業者（組合）

401050401

H23.10.14

コード

記入日
事  務  事  業  事  前  評  価  表

平成 年度

 （対象1）

単年度事業

事業期間

作成年度

年度

総合計画の位置付け

課ｺｰﾄﾞ

 （対象2）

加工業者（漁協）

内
訳

 人件費　B

23年度

 政策名称

 施策名称

 基本事業名称

 事務事業名称

自立する産業の育成、雇用の確保

水産業の振興

水産加工業の推進

もうかるブランド体制支援事業

5回
名古屋

福岡
平成24年度

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度以降

1.0式 天井改修 平成24年度

1品目
ｸﾛﾑﾂ他

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ等含む
平成24年度

1

平成24年度交付予定

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

課　名 水産課

課長名 太田　均

24

事業種類

116

23

～ 平成平成 24 年度

横道　藤隆担当者

財務会計の位置付け

 政策ｺｰﾄﾞ 4  款ｺｰﾄﾞ 6

3

 基本事業ｺｰﾄﾞ 40105  目ｺｰﾄﾞ 2

 施策ｺｰﾄﾞ 401  項ｺｰﾄﾞ

1299

 関連計画 法令・条例規則等 新上五島町水産業振興奨励事業費補助金交付要綱

 事務事業ｺｰﾄﾞ 4010504  細目ｺｰﾄﾞ

 対象：誰、何を対象にしているのか  対象指標：対象の大きさを表す指標

 目的：何をしたいのか  成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

 事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入  活動指標：事務事業の活動量を表す指標

1件・有川町漁協は、水産加工品２アイテムが平成ながさき俵物として認定を受

けている。今後、これらの加工品を基軸に新商品の開発、レベルアップ、販

路拡大を図るものである。

　→施設整備（加工場天井改修）1.0式

　→商品開発（パッケージ等含む）　1品目

　→販路開拓（名古屋・福岡等）　5回

・町内の中核的水産加工業者のレベルアップを図り、地域のリーディング商

品を開発するなどして、水産業における地域特産品の充実、雇用の確保を図

る。

③

施設整備

商品開発

販路開拓

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

単位
全体計画

24年度

活動指標

件 1

成果指標

式 1.0 1.0

品目 1 1

回 5 5

 総事業費 C（A+B） 千円 1,575 1,575

 直接事業費 A 千円 875 875

C
の
財
源
内
訳

国補助金 千円

県補助金 千円

起　　債 千円

そ の 他 千円

1,575一般財源 千円 1,575

千円 700 700

従事職員数 人 0.1 0.1

人件費単価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

① 補助金交付件数

②

③

①

②

計画（PLAN） 

実施（DO） 



　

※3次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

1

次
評
価

事業の緊急
性・必要性

類似事業との
関連

費用対効果

  当分の間は実施しない

401050401ｺｰﾄﾞ

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

水産加工は有川地区漁業の中核であり、H20年度に加工場を増築して生産力の向上の基盤ができており、施設を活かすために

は、商品開発、販路拡大が不可欠である。

類似事業はない。

地元の水産物を利用した商品の拡大と水産加工の中核的存在として地域の雇用、活性化に貢献できる。

2次評価
平成ながさき俵物として認定を受けている水産加工品等の更なる品質改良、販路拡大及び新商品開発などにより、認知度を高め

ていくために必要な支援と判断する。

 
事
業
採
択
結
果

1次 2次 3次

  

計画どおりに事業を実施する

1次 2次 3次

次年度以降に計画どおり実施する

  類似事業と整理統合して実施する

事業費を増額して事業を実施する

  事業費を減額して事業を実施する

  次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

● ●

住民等の意見

 次年度以降に計画を見直して実施する

町 の 対 応

   事業内容を見直して事業を実施する

  

評価（CHECK） 


